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CLOSE UP

OMICHI ACADEMY

第41回世界病院学会
real-time functional imaging and 
neurofeedback conference 2017 （rtFIN2017）
CPAC 2017
OMICHI SCRAMBLE

第8回脳性まひ講演会開催
IAEA代表団が森之宮クリニックを見学しました

INFORMATION

入職医師・歯科医師のご紹介
介護老人保健施設グリーンライフの内装が新しくなりました

平成30年度新人教育集合研修を開催しました



CLOSE UP

　
3
月
27
日
〜
30
日
の
4
日
間
、平
成
30
年

度
新
人
教
育
集
合
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、新
人
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
現
場

で
業
務
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
30
年
以
上
前

か
ら
毎
年
実
施
し
て
お
り
、大
道
会
職
員
と

し
て
働
く
上
で
必
要
な
知
識
、ス
キ
ル
、考
え

方
等
、幅
広
い
分
野
の
内
容
を
学
び
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、「
経
営
層
か
ら
新
人
職

員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、「
新
生
ボ
バ
ー
ス
記

念
病
院
が
目
指
す
も
の
」、「
大
道
会
在
宅
事

業
部
の
現
状
と
将
来
展
望
」、「
課
題
解
決
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」の
4

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目
し
ま
す
。

　
本
研
修
は
、大
道
理
事
長
の
講
義
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、「
経
営
ト
ッ
プ
か
ら
新
人
に
望
む

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
、地
域
医
療
構
想
や
大
道

会
が
地
域
と
と
も
に
実
施
し
て
き
た
取
り
組

み
、地
域
に
応
じ
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連

携
推
進
等
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
を
取
り
巻
く

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し

た
。「
医
療
人
と
し
て
の
覚
悟
を
持
ち
、同
期

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
」と
新

人
職
員
へ
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。
ま
た
、宮
井
副
理
事
長
か
ら
は
、昨
年
森

之
宮
病
院
で
更
新
さ
れ
た
病
院
機
能
評
価

や
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
の
実
績
・
取

り
組
み
等
の
説
明
が
あ
り
、森
之
宮
病
院
の

め
ざ
す
方
向
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
天
野
常
務
理
事
の
講
義
で
は
仕
事
の
進

め
方
に
お
け
る「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」や
、

職
業
人
生
に
お
け
る「
V
S
O
P
モ
デ
ル
」等
、

ボバース記念病院の展望や医療職に必要
な能力について学びました

平成30年度 新人教育集合研修を開催しました
平成30年4月に大道会へ入職した74名の新人職員を対象に「新人教育集合研修」を開催。
研修の目的やプログラム内容をご紹介します。

　
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
荒
井
院
長
の
講
義
で

は
、ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
の
歴
史
や「
障
が
い

者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
柱
に
、今
年
10

月
か
ら
始
動
す
る
新
生
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
新
病
院
で
は
、小
児

期
発
症
の
神
経
疾
患
の
あ
る
方
を
乳
児
か
ら

成
人
に
至
る
生
涯
を
通
じ
て
、継
続
的
な
医

療
を
提
供
す
る
脳
性
ま
ひ
セ
ン
タ
ー
に
機
能

転
換
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

大
道
会
の
強
み
で
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
医
療
の
特
徴
で
は
、多
職
種
と
の
連
携
が

必
須
で
、組
織
全
体
で
高
度
な
専
門
知
識
や

技
術
向
上
が
求
め
ら
れ
る「
究
極
の
チ
ー
ム

医
療
」で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

経
営
層
か
ら
新
人
職
員
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

新
人
に
求
め
ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し

た
。
社
会
医
療
法
人
制
度
の
概
要
で
は
、認
定

さ
れ
る
為
の
要
件
や
果
た
す
べ
き
役
割
を
知

り
、大
道
会
の
一
員
と
し
て
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
生
ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
が

目
指
す
も
の
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グループワークを通してコミュニケーション
力の他に、協調性や積極的に行動を起こす大
切さを学びました

　
医
療
組
織
で
働
く
上
で
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、法
人
内
で
養
成
し

た
課
題
解
決
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
役

割
分
担
を
決
め
、協
力
し
合
っ
て
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
た
り
、効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
流
れ
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
、「
こ

と
ば
」、「
話
し
方
」、「
ボ
デ
ィ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
」

の
講
義
で
は
、好
感
を
与
え
る
ボ
デ
ィ
ラ
ン

ゲ
ー
ジ
を
実
際
に
取
り
入
れ
て
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
結
果
、表
現
力
を
高
め
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
理
解
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
5
W
2
H
を
意
識
し
た
確
認
方

　
今
年
度
は
、新
た
な
試
み
と
し
て
、消
防
士

の
指
導
の
も
と
、新
人
職
員
全
員
が
水
消
化

器
に
よ
る
消
火
訓
練
を
行
い
、防
災
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、法
人
の
概
要
や
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
だ
け
で
な
く
、自
分
の
役
割
を
認
識
し
、

設
定
し
た
目
標
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
込
め
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
多
職
種
連
携
が
必
須
な
ヘ
ル

ス
ケ
ア
分
野
に
お
い
て
、同
期
と
横
の
連
携

を
作
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

森之宮病院事務部
理事長秘書
医療コンシェルジュ　川谷主任
「接遇講習～敬語の使い方～」
ｰ社会人の基本ｰ

森之宮病院歯科診療部
旭部長
「両病院歯科の特長・強み」

本部管理部
井山管理部長
「大道会未来創造
プロジェクトの取組み」

森之宮病院事務部
水谷課長
「診療報酬・保険のしくみ
～あなたが受診するときのために～」

森之宮クリニック企画広報部
医療コンシェルジュ
荒木課長
「接遇講習～患者と顧客対応の
実践～」 ｰ社会人の基本ｰ 

本部渉外担当
峰部長
三登課長
「医療機関における防犯・防災について」

城東警察署生活安全課 及び 
府警本部生活安全課　指導班
「防犯について」

城東消防署
「防犯について」

天野常務理事
「新人に望む10のポイント
社会医療法人の使命と役割」

森之宮病院看護部
正壽副部長
トレーナー講義①
「オリエンテーション」

森之宮病院リハビリテーション部　
稲葉主任
介護老人保健施設
グリーンライフ 療養サービス部
岡田主任
トレーナー講義②
「コミュニケーションの
大切さとポイント」

森之宮病院リハビリテーション部　
神尾主任
森之宮病院医療社会事業課
佐藤主任
トレーナー講義③
「コミュニケーションの基礎」

トレーナー研修まとめ
森之宮病院
下里主任

宮井副理事長
「森之宮病院が
目指すもの」

医療社会事業課
藤井課長（MSW）
「地域包括ケアとは
ｰ大道会の地域支援事業ｰ」

森之宮病院看護部
感染管理認定看護師
吉田科長
「院内感染について」
ｰヘルスケア分野職員の心構えｰ

在宅事業部
安井統括管理者
「大道会在宅事業部の
現状と将来展望」

本部管理部人事課
上野課長
「個人情報保護、
就業規則、ハラスメント、
人権、社会保険について」

グリーンライフ
濱田施設長
「介護老人保健施設
グリーンライフについて」

互助会
蛯原会長（平成29年度会長） 
「互助会活動について」

各施設に配属

入職式

人事課オリエンテーション
（新人研修を受講するにあたって）

大道理事長
「経営トップから
新人に望むこと」

ボバース記念病院
荒井院長
「新生ボバース
記念病院が目指すもの」

森之宮クリニック
上田部長
「PETとは
ｰ我が国初の官民協調事業ｰ」

大道クリニック
片山事務長
「人工透析・SASについて」

帝国ホテルクリニック
沖永医長
「メンタルヘルスケアについて」

3月27日（火）

研
修
内
容
・
講
師

3月28日（水） 3月29日（木） 3月30日（金）

平成30年度新人教育集合研修プログラム

大
道
会
在
宅
事
業
部
の

現
状
と
将
来
展
望

　
在
宅
事
業
部
の
安
井
統
括
管
理
者
の
講
義

で
は
、大
道
会
に
お
け
る
在
宅
事
業
の
紹
介

が
あ
り
、地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所

の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
大
道
会
の

在
宅
事
業
部
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
か
ら
訪

問
の
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
介
護
や

入
所
・
通
所
、福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
、住
宅
改

修
ま
で
を
担
っ
て
お
り
、法
人
内
の
各
専
門

職
と
連
携
す
る
こ
と
で
看
護
・
介
護
・
福
祉
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
で
あ
る
こ
と
が

強
み
で
す
。
ま
た
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

拡
大
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
今
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
新
人
職
員
は
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

課
題
解
決
ト
レ
ー
ナ
ー
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

新
人
研
修
を
振
り
返
っ
て

法
や
伝
え
方
を
学
び
、今
後
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
を
し
っ
か
り
と
磨
い

て
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
、職
員
と
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（所属役職等は研修開催当時）
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O M I C H I
A C A D E M Y

　
平
成
29
年
11
月
7
日
〜
9
日
、台
北
で

開
催
さ
れ
た
第
41
回
世
界
病
院
学
会
に

参
加
し
、Investigation by hospital 

dentists on oral problem
s of patients 

under the care of the nutrition sup-
port team

 in our hospital

（
当
院
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
管
理
中
の
患
者

に
対
し
て
歯
科
医
師
が
実
施
し
た
口
腔
内

実
態
調
査
）と
い
う
演
題
を
ポ
ス
タ
ー
で

発
表
し
ま
し
た
。

　
学
会
は
超
高
層
タ
ワ
ーTaipei 101

の

隣
のTaipei International C

onvention 
C
enter

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「Patient-friendly 

and Sm
arter H

ealthcar

」で
、「
患
者
に

親
し
み
や
す
い
、も
っ
と
ス
マ
ー
ト
な
医

療
」と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
台
湾

は
情
報
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

「Sm
arter

」と
い
う
言
葉
に
は
、I
T
を

駆
使
し
て
、と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
開
会
式
で
も
、物
々
し
い
警
戒
の

中
、副
総
統
等
政
府
関
係
者
が
壇
上
で
挨

拶
し
、台
湾
の
医
療
情
報
産
業
へ
の
意
気

込
み
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

カ
テ
ー
テ
ル
技
術
、知
識
を
共
有
で
き

有
意
義
な
発
表
に
な
っ
た

日
程
…
平
成
29
年
11
月
24
日
・
25
日

場
所
…
愛
知
県
豊
橋
市 森

之
宮
病
院
診
療
部
　

循
環
器
内
科

発表報告

名
方 

剛

C
P
A
C 

2
0
1
7

　
ポ
ス
タ
ー
に
は
発
表
時
間
が
設
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、休
憩
時
間
に
何
度
も
自
分
の

ポ
ス
タ
ー
の
横
に
立
ち
ま
し
た
が
、余
り

質
問
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
今
回
の
学
会
で
は
、思
い
が
け
ず

経
営
者
の
会
議
に
招
待
さ
れ
て
参
加
し
ま

し
た
。
中
国
、ブ
ラ
ジ
ル
、フ
ィ
リ
ピ
ン
等

で
幾
つ
も
の
病
院
を
経
営
し
て
い
る
オ
ー

ナ
ー
達
が
、各
国
の
情
報
交
換
を
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
他
に
も
で
き
る
限
り
、色
々

な
発
表
や
講
演
を
聞
い
て
回
り
ま
し
た
。

病
院
学
会
な
の
で
医
療
技
術
よ
り
も
管
理

シ
ス
テ
ム
等
に
関
連
し
た
発
表
が
多
く
、

「value

」、「outcom
e

」、「cost

」と
い
う

言
葉
が
飛
び
交
い
、I
T
で
効
率
を
上
げ

て
い
か
に
価
値
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
企
業
展
示
も
I
T
関
連
が
目
立

ち
、開
会
式
後
の
講
演
で
も
台
湾
の
先
進

的
な
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
が
紹
介
さ
れ
、

日
本
は
こ
の
分
野
で
は
後
進
国
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
覚
え

ま
し
た
。
効
率
的
で
高
品
質
な
医
療
を
追

求
す
る
各
国
の
医
療
人
の
姿
勢
は
学
ぶ
べ

き
点
が
多
い
と
言
え
ま
す
。

　
少
々
長
い
名
称
の
本
会
議
で
す
が
、

2
0
1
2
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
、2
0
1
5

年
の
フ
ロ
リ
ダ
に
続
き
、今
回
が
3
回
目

で
、奈
良
公
園
内
の
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
、「
先
端
的
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク（neurofeedback

）に
焦
点
を
あ
て
、

臨
床
応
用
を
目
標
に
、そ
の
手
法
を
国
際

標
準
化
す
る
こ
と
で
国
際
的
な
研
究
協
力

体
制
の
確
立
を
目
指
す
」で
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
は
、本

来
感
知
す
る
こ
と
が
難
し
い
脳
活
動
変
化

を
f
M
R
I
や
脳
波
、近
赤
外
分
光
法

（
N
I
R
S
）等
の
機
器
を
用
い
て
測
定

し
、棒
グ
ラ
フ
や
円
の
大
き
さ
等
の
わ
か

り
や
す
い
形
で
本
人
に
提
示
す
る
こ
と
で

（
脳
活
動
の「
見
え
る
化
」）、脳
活
動
を
自

分
の
意
思
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
自
主
訓
練
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ

ま
で
で
最
も
多
い
約
2
8
0
名
の
研
究
者

が
世
界
中
か
ら
集
ま
り
、3
日
間
で
約

1
8
0
の
研
究
演
題
が
出
さ
れ
、連
日
熱

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
院
か
ら
は

私
と
河
野
悌
司
医
師
が
研
究
発
表
を
行

い
、私
は
脊
髄
小
脳
変
性
症
患
者
の
姿
勢

バ
ラ
ン
ス
障
害
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
の
効
果
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
通
常
リ
ハ
ビ
リ
に
加
え
て
、

N
I
R
S
を
用
い
た
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
手
法
と
歩
行
の
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

効
果
に
つ
い
て
発
表

日
程
…
平
成
29
年
11
月
29
日
〜
12
月
1
日

場
所
…
奈
良
春
日
野
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

当
院
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

口
腔
内
実
態
調
査
を
発
表

日
程
…
平
成
29
年
11
月
7
日
〜
9
日

場
所
…
台
北

森
之
宮
病
院

歯
科
診
療
部
部
長

発表報告

旭 

吉
直

第
41
回
世
界
病
院
学
会

ニ
ン
グ
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定

部
位
の
脳
活
動
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、姿
勢
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
促
進
が
示
唆

さ
れ
た
と
い
う
内
容
で
、多
く
の
研
究
者

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
脳
卒
中
や
他
の
神
経
変
性
疾
患

に
対
し
て
も
臨
床
応
用
が
期
待
で
き
、多

く
の
方
の
機
能
改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、今
後
も
臨
床
・
研
究
と
も
に
力
を
注

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
会
は
下
肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
の

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
中
心
と
し
た
心
臓
以

外
の
大
血
管
、末
梢
血
管
疾
患
に
対
す
る

治
療
法
を
、国
内
有
数
の
術
者
と
豊
橋
ハ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
術
者
の
カ
テ
ー
テ
ル
技

術
、知
識
を
共
有
、学
べ
る
学
会
で
す
。

　
私
は
、メ
イ
ン
会
場
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

C
om
plication of the Y

ear

で「
あ
っ
！

や
ば
い
！
ス
テ
ン
ト
が
…
」と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
腸
骨
動
脈

領
域
の
治
療
に
お
い
て
、血
管
内
に
挿
入

し
た
シ
ー
ス
内
で
ス
テ
ン
ト
の
一
部
分
が

展
開
し
て
し
ま
っ
た
時
、ス
テ
ン
ト
が
伸

森
之
宮
病
院
診
療
部

神
経
内
科

発表報告

藤
本 

宏
明

real-tim
e functional 

im
ag
ing and

 neuro-
feedback conference 
2017 （rtFIN

2017

）
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今
回
の
研
修
で
は
、「
責
任
で
は
な
く

使
命
感
で
動
く
」と
言
う
こ
と
が
一
番
心

に
響
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
責
任
で
動

い
て
お
り
、「
や
ら
な
き
ゃ
」と
捉
え
て
い

ま
し
た
が
、大
義
、使
命
感（
主
任
と
し
て

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）と
考
え
方
を
変
え
る
だ

け
で「
や
ら
な
き
ゃ
」よ
り「
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
達
成
し
よ
う
」と
い
う
前
向
き
な
気
持

ち
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、考
え
方
や
捉

え
か
た
を
変
え
る
事
は
今
の
私
に
と
っ

て
、と
て
も
大
事
な
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、医
療
関
係
で
働
い
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、日
本
の
病
院
の
現
状
等
、普
段

学
ぶ
機
会
が
な
い
話
も
多
く
、改
め
て
自

分
の
知
識
の
無
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
歯

科
以
外
の
分
野
も
積
極
的
に
勉
強
し
、社

日
程
…
平
成
29
年
11
月
27
日

場
所
…
大
道
ク
リ
ニ
ッ
ク

参加報告

平
成
29
年
度
下
半
期

新
主
任
昇
進
者
研
修
会

び
る
現
象
が
起
こ
っ
た
の
で
、そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
回
避
方
法
に
つ
い
て
、１
症
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
左
外
腸
骨
動
脈
の
狭

窄
に
対
し
て
、通
常
の
手
技
通
り
に
左
総

大
腿
動
脈
か
ら
シ
ー
ス
を
挿
入
し
、狭
窄

病
変
を
バ
ル
ー
ン
で
拡
張
後
に
ス
テ
ン
ト

を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
ス
テ
ン
ト

の
一
部
が
シ
ー
ス
内
で
展
開
し
て
し
ま

い
、そ
れ
を
解
除
す
る
た
め
に
、シ
ー
ス

を
手
前
に
引
い
て
く
る
と
シ
ー
ス
内
で
ス

テ
ン
ト
が
引
っ
か
か
り
ス
テ
ン
ト
が
伸
び

て
し
ま
う
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
回
避
方
法
に
つ
い
て
、腸

骨
動
脈
領
域
の
各
社
の
ス
テ
ン
ト（
７
種

類
）を
、体
外
の
血
管
モ
デ
ル（
２
型
）で

検
証
し
た
結
果
、同
様
の
条
件
下
で
伸
び

る
ス
テ
ン
ト
、伸
び
な
い
ス
テ
ン
ト
が
あ

る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
、伸
び
る

現
象
が
起
こ
っ
た
場
合
の
回
避
方
法
に
つ

い
て
も
同
様
の
体
外
モ
デ
ル
で
検
証
を
行

い
、そ
の
症
例
で
行
っ
た
回
避
方
法
と
同

様
の
方
法
を
、体
外
モ
デ
ル
で
も
安
全
に
、

種
類
に
関
係
な
く
で
き
る
こ
と
を
証
明
し

ま
し
た
。
今
回
の
、カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の

手
技
に
お
い
て
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
状

況
で
の
、合
併
症
が
起
こ
る
手
前
の
段
階

で
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
正
確
な
回
避
方
法
の
発

表
に
対
し
て
、会
場
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

か
ら
の
同
意
が
多
く
得
ら
れ
、大
変
有
意

義
な
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

会
医
療
法
人
や
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
こ
と
等

を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
研
修
を
踏
ま
え
て
、主
任
と
し
て
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
で
き
る
よ
う
日
々
努
力

し
、一
歩
一
歩
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　「
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
優
秀
な
リ
ー

ダ
ー（
こ
れ
ま
で
の
管
理
職
と
求
め
ら
れ

る
リ
ー
ダ
ー
の
比
較
）」と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
説
明
が
最
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
現
在
、私
は
ま
だ「
責
任
で
動
く
」姿

勢
で
あ
る
た
め
、「
大
義
・
使
命
感
で
動
く
」

こ
と
が
で
き
る
よ
う
意
識
を
変
え
て
い
き

た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
は
じ
め
て
管
理
職
に
な
る
方

へ
」で
学
ん
だ
、「
自
分
の
役
職
の
1
つ
か

2
つ
上
の
視
点
に
立
つ
こ
と
で
仕
事
の
全

体
像
が
良
く
見
え
る
」と
い
う
ア
ド
バ
イ

ス
も
印
象
的
で
し
た
。
今
ま
で
は
自
身
の

業
務
で
精
一
杯
で
し
た
が
、余
裕
を
持
ち
、

全
体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
、管
理
職
と
し
て
役
割

を
確
立
し
、よ
り
成
長
で
き
る
よ
う
、社

会
情
勢
及
び
法
人
の
状
況
、人
事
業
務
に

つ
い
て
の
学
び
を
深
め
、視
野
を
広
げ
て

い
く
所
存
で
す
。

　
大
道
会
で
は
管
理
職
に
必
須
の
ヘ
ル
ス

ケ
ア
分
野
に
関
す
る
知
識
の
理
解
を
深
め

る
為
、昇
進
し
た
新
主
任
職
を
対
象
に
昇

進
者
研
修
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
平
成
29
年
10
月
に
昇
進
し
た
新
主
任
8

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
天
野
常
務
理
事
が
、普
段
知

り
得
な
い
医
療
制
度
の
歴
史
や
先
進
国
の

具
体
的
事
例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。
ま
た
、職
種
や
専
門
分
野

を
離
れ
、組
織
人
・
中
間
管
理
職
の
在
り

方
等
、多
く
を
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
研
修
の
概
要
と
研
修
報
告
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

国の政策や経営戦略、管理職の役割等を学
びました

主
任
と
し
て
の
大
事
な
心
構
え
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

森
之
宮
病
院

歯
科
診
療
部
主
任

浅
尾 

佳
永
子

管
理
職
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

意
識
し
て
仕
事
に
取
り
組
み
た
い

本
部
管
理
部
人
事
課
主
任

稲
持 

百
瑛

「我が国の医療介護政策の方
向性と3Ｃ時代（競争・選択・淘
汰）の役職者の対応」

①先進国のヘルスケア分野
「医療・保健・福祉」の潮流
②我が国、社会保障制度の現
状と課題、将来展望
③大道会グループの目指す方向
④役職者の使命（ミッション）
⑤ピンチ（危機）はチャンス（好
機）の積極思想で

講義のポイント

テーマ

天野常務理事の講義を熱心に聞き入
る新主任
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新
人
職
員
・
2
年
目
・
3
年
目
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

第
8
回
脳
性
ま
ひ
講
演
会
開
催

I
A
E
A
代
表
団
が

森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

見
学
し
ま
し
た

森之宮
クリニック

法人全体

 

法人全体

　
大
道
会
で
は
、平
成
29
年
10
月
21
日

に
、入
職
後
6
カ
月
が
経
過
し
た
新
人

職
員
、11
月
11
日
に
は
2
年
目
の
職
員
、

12
月
16
日
に
は
3
年
目
の
職
員
を
対
象

と
し
て
本
年
度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
森
之
宮
病
院
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
新
入
職
員
は
社
会
人
に
必
要
な
文
章

作
成
入
門
か
ら
、日
常
の
報
告
や
説
明

の
際
に
役
立
つ
論
理
的
な
伝
え
方
を
学

び
ま
し
た
。
2
年
目
の
職
員
は
日
々
の

業
務
で
生
じ
る
課
題
や
目
標
を
達
成
す

る
た
め
の
手
段
を
、3
年
目
の
職
員
は

2
年
目
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
振
り

返
り
な
が
ら
、キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
や

後
輩
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、

徐
々
に
責
任
が
大
き
く
な
る
3
年
目

の
職
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や

目
標
設
定
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
事
を
生
か

し
て
、今
後
も
同
期
と
と
も
に
力
を
合

わ
せ
て
自
身
を
大
き
く
伸
ば
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
本
部
管
理
部
人
事
課
主
任
　
大
平
剛
士
）

　
1
月
20
日
、森
之
宮
病
院
に
て「
乳

幼
児
の
脳
性
ま
ひ
の
診
断
と
治
療
方

法
」を
テ
ー
マ
に
第
8
回
脳
性
ま
ひ
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
で

あ
る
森
之
宮
病
院
小
児
神
経
科
の
北
井

医
長
、ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
の
永
島
教
育
主
幹
に
は
、

非
常
に
分
か
り
や
す
く
、か
つ
有
意
義

な
講
演
を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
74
名

も
の
方
が
参
加
さ
れ
、
最
後
ま
で
熱
心

に
話
を
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
時
間

が
押
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、多
く
の
質
問

が
あ
り
、講
演
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も「
も
っ
と
聞
き
た
い
」と
い
う
ご

意
見
を
多
数
頂
く
ほ
ど
、大
盛
況
に
終

わ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

（
森
之
宮
病
院
事
務
部
フ
ロ
ン
ト
サ
ー

ビ
ス
課
　
坂
田
康
平
）

脳性まひの診断と分類について解説する北井医師法人内の課題解決の講師である正壽副部長より
仕事が充実する考え方やスキルを教わりました

英語が飛び交う熱気に包まれた見学会でした

　
平
成
29
年
12
月
4
〜
8
日
の
日
程
で
国
際
原
子
力
機
関

（
I
A
E
A
）は
、大
阪
大
学
医
学
系
研
究
科
の
協
力
の
下
、

核
医
学
に
関
す
る
実
技
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

イ
ラ
ク
、イ
ス
ラ
エ
ル
、ヨ
ル
ダ
ン
、レ
バ
ノ
ン
、カ
タ
ー
ル
、

シ
リ
ア
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、マ
レ
ー
シ

ア
、モ
ン
ゴ
ル
、パ
キ
ス
タ
ン
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、ス
リ
ラ
ン
カ
、

タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ネ
パ
ー
ル
、台
湾
の
17
カ
国
か
ら
31

名
の
核
医
学
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、12
月
6
日
、

テ
ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
に
、核
医
学
検
査
を
行
っ
て
い
る

施
設
見
学
と
し
て
森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
17
時
過
ぎ
に
大
型
バ
ス
で
一
行
が
到
着
し
、2
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
2
F
撮
影
室
、4
F
読
影
室
を
見
学
さ
れ

ま
し
た
。
見
学
者
の
皆
様
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、

予
定
時
間
を
は
る
か
に

オ
ー
バ
ー
す
る
見
学
会

で
し
た
。

　
ま
た
、
31
名
に
対
し

て
通
訳
者
の
同
行
が
1

名
と
の
こ
と
で
、森
之

宮
病
院
事
務
部
で
英
語

の
堪
能
な
福
井
課
員
に

応
援
を
依
頼
し
、注
意

事
項
の
案
内
や
誘
導
等

に
協
力
し
て
頂
き
ま
し

た
。

（
森
之
宮
ク
リ
ニ
ッ
ク

企
画
広
報
部
課
長
　
荒

木
美
穂
）
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ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
シ
テ
ィ

具
体
化
手
法
セ
ミ
ナ
ー
＆

3
地
域
見
学
ツ
ア
ー
開
催
報
告

法人全体

　
平
成
29
年
11
月
28
日
、大
阪
府
主
催

の
イ
ベ
ン
ト「
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ

シ
テ
ィ
具
体
化
手
法
セ
ミ
ナ
ー
＆
3

地
域
見
学
ツ
ア
ー
」で
森
之
宮
地
域
を

担
当
し
ま
し
た
。

　
河
内
長
野
・
東
淀
川
・
森
之
宮
の
3

地
域
を
バ
ス
で
移
動
し
、各
地
の
取
り

組
み
を
見
学
す
る
構
成
で
す
。
当
地

域
で
は
、講
演
会（
大
道
理
事
長
・
城
東

区
役
所
保
健
福
祉
課
長
）・
福
祉
用
具

モ
デ
ル
ル
ー
ム
開
設
ま
で
の
経
緯
説

明
・
福
祉
用
具
モ
デ
ル
ル
ー
ム
見
学
の

3
つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
84
名
が
参
加
さ
れ
、河
内
長

野
発（
1
班
）、森
之
宮
発（
2
班
）の
2

班
で
移
動
さ
れ
ま
し
た
。
各
班
4
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、タ
イ
ト
な
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、見
学
し
て

頂
く
に
あ
た
り
、タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
・

誘
導
係
・
講
演
見
学
担
当
・
各
会
場
係

等
、ス
タ
ッ
フ
が
適
性
に
応
じ
て
役
割

を
担
い
、細
か
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

見
学
ツ
ア
ー
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は「
講
演
を
聞
い
て
病

院
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
感
銘
を
受

地域包括ケアシステムにおける病院の役割について講演する
大道理事長

今後も登録医の先生方と連携を強め、地域の患者さんの為に
より良い地域医療体制を実現していきます

け
た
」、「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
モ

デ
ル
ル
ー
ム
を
普
及
さ
せ
て
ほ
し
い
」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、満
足
感
は
高

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
声
に
耳
を
傾

け
、当
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
医
療
社
会
事
業
課

副
部
長
　
藤
井
由
記
代
）

第
11
回
森
之
宮
病
院
登
録
医
総
会

森之宮病院

　
1
月
27
日
、第
11
回
森
之
宮
病
院
登
録
医

総
会
を
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
、登
録
医
の
先
生
方
、当
法
人

医
師
、職
員
、約
77
名
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。

　
開
会
の
挨
拶
で
は
、大
道
理
事
長
よ
り
登

録
医
の
先
生
方
と
の
日
頃
の
連
携
、特
に
入

院
患
者
の
増
加
等
、開
院
か
ら
12
年
間
順
調

に
経
過
し
て
き
た
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、今
後
更
な
る
連
携
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、そ
の
一
環
と
し
て
I
T
を
利

用
し
た「
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
・
運

用
開
始
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、つ
つ
み
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

堤
先
生
よ
り「
認
知
症
の
症
候
学
の
診
療
の

ポ
イ
ン
ト
」に
つ
い
て
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

濱
田
施
設
長
よ
り「
介
護
老
人
保
健
施
設
と

認
知
症
」に
つ
い
て
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

認
知
症
の
研
究
結
果
や
特
徴
的
な
症
状
等

の
学
術
的
な
内
容
と
、老
人
保
健
施
設
に
入

所
さ
れ
る
方
の
現
状
や
具
体
的
な
症
例
等
、

ど
ち
ら
も
患
者
さ
ん
の
日
頃
の
診
療
に
役

立
つ
内
容
で
あ
り
、参
加
さ
れ
た
先
生
方
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、懇
親
会
で
は
城
東
区
医
師
会
副

会
長
勝
田
先
生
に
乾
杯
の
挨
拶
を
頂
き
、登

録
医
の
先
生
方
と
法
人
職
員
が
、和
気
藹
々

と
情
報
交
換
を
行
い
、和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
開
院
10
年
で
一
区
切
り
を
迎
え

ま
し
た
が
、ま
た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し
て

初
心
に
戻
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
患
者
さ
ん
、登
録
医
の
先
生
方
に
頼

り
に
し
て
頂
け
る
大
道
会
を
目
指
し
、こ
れ

か
ら
も
地
域
連
携
に
尽
力
を
つ
く
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
部
地
域
医
療
連
携
室
課

長
　
杉
浦
美
保
）
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TEL.06（6962）9621 
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●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

■社会医療法人大道会
社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
☎06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
☎06（4259）5311

東中浜ケアプランセンター
☎06（6962）3777
レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会福祉法人山水学園

Live30【ライブ・サーティー】

ご寄付・ご寄贈を頂きました
　小倉彩子様（城東区）、よりご寄
付・ご寄贈を頂きました。ありが
とうございます。有意義に活用さ
せて頂きます。

編集後記
　新年度を迎える度に、身が引き締まると同時に何事も一生懸
命頑張ろうという気持ちになります。大道会職員として患者の
皆さんに安心して受診頂けるよう、笑顔で、親切丁寧な説明を心
掛け、初心を忘れずこれからも取り組んでいきたいと思います。
（大道クリニック事務部事務サービス課　坂東利重）

　森之宮病院に医師6名と、歯科医師1名が新たに4
月より着任しました。心臓血管センター（心臓血管
外科・循環器内科）は新たに2名加わり体制が強化さ
れ、その他、小児整形外科、小児神経科、歯科診療部
にも医師が入職しました。今後とも、患者さんに寄
り添った医療提供を心がけて参ります。受診をご希
望の際は、森之宮病院にお気軽にご相談下さい。

入職医師・歯科医師のご紹介

　開設後、約20年が経過するグリーンライフでは、ご利用者の居
室も生活での汚れや経年劣化による設備の破損等がみられ、ベッ
ドの生活器具にも不具合が見受けられていました。ご利用者によ
り良く過ごして頂く為、平成29年4月にベッド会社2社で計103
台（施設全ベッド）の交換を実施しました。現在はご利用者の病状
等に合わせてベッドを用意することが可能となり、快適なケアが
行えるようになりました。
　また、同時期に全体的な改修として、各居室を含めた施設内の
壁紙とカーテンの全面刷新を行いました(平成27年～29年12月)。各フロアの雰囲気が大きく変わり、「き
れいになった」、「清潔感が増した」とご利用者から好評です。今後もより良い施設運営に向け、ご利用者
や地域の方が気持ちよく利用して頂ける施設にしていきたいと思います。
（介護老人保健施設グリーンライフ療養サービス部1科科長　上田正）

介護老人保健施設グリーンライフの内装が新しくなりました

心臓血管センター
（心臓血管外科）
赤井 淳

小児整形外科
吹上 謙一

歯科診療部
兵頭 美穂

小児神経科
水谷 聡志

心臓血管センター
（心臓血管外科）
木村 賢

小児整形外科
奥野 杏子

小児神経科
廣恒 実加
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